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開催 

TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。  無料生活・法律相談 
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国の戦争準備 着々と 
3月 2日、参院予算委員会の小池晃書記局長の質

疑で、しんぶん赤旗がスクープした防衛省が進めよ

うとしている全国約 300の自衛隊基地に保有してい

る２万 3000棟の施設を、化学、生物、核兵器など

の攻撃に耐えるよう「強靱（きょうじん）化」する

計画が明らかになりました。これは日本が敵基地攻

撃を行い、反撃されることを前提とした計画です。 

防衛省は同計画について今後５年間で４兆円を投

じ、10年をかけて完成させる予定です。 

計画地区には横浜市の保土ケ谷区にある自衛隊基

地も含まれます。学校や住宅地が密集する地域に攻

撃目標となるリスクの高い火薬庫を建設する一方

で、自衛隊の司令部は地下の安全なところに移転す

るものです。 

 

戦争準備を受け入れる県知事 
こうした国の動きに対して、米軍基地と自衛隊基

地が集中する神奈川県の知事の姿勢がとても注目さ

れます。先月県議会で日本共産党の井坂しんや団長

が、神奈川県に戦火を呼び込むリスクのある敵基地

攻撃能力の保有について「黙って見過ごすのか」と

黒岩県知事の認識をただしました。 

黒岩知事は「わが国への侵攻に対する抑止力の強

化を内容とする今回の改定は、国民の命と平和な暮

らしを守るという国の最も重要な責務を果たすため

出されたものと受け止めており、県民の安全安心の

確保にも寄与するものと認識しています」と諸手を

挙げて受け入れる姿勢を示しました。 

 

戦争準備じゃなく平和の準備こそ 
戦争のリスクを高める準備にまい進する岸田自公

政権とそれを甘んじて受け入れる神奈川県の姿勢は 

 

 

 

国際紛争を解決する手段と

して戦争と武力による威嚇

又は武力の行使を放棄した

憲法 9条を持つ国として本

当にありえない異常事態で

す。武力では平和は作れま

せん。軍事ではなく平和の

支度にこそ力を注ぐ政治に

変えていくことが本当に求

められています。 

今度の選挙で日本共産党

を伸ばし、ご一緒に神奈川県

から軍拡政治にストップをか

ける波を起こしていきましょ

う。 

 

ただまさヒストリー 
今度こそ悔し涙でなく嬉し涙を 

これまで 4 度の選挙にチャレンジしてきました。通算 1 勝

3 敗。最初の選挙は 2014 年末の衆議院選挙で、安保法

制反対の運動が盛り上がる最中に行われました。外から

選挙を見ていた時はどうせ勝ち目のない選挙なのに意義だ

けでよく頑張れるなぁと感心していましたが、選挙のど真ん

中で活動すると住民からの願いや思い、共に活動する仲

間の熱意に応えることで必死でした。最初の選挙はあたた

かい反応も多く、「本当に衆院議員になっちゃったらその後

の県会候補探すの大変だ」と、内心いらぬ心配をしたりも

したくらいでした。 

県議に当選した時は、涙を流して喜んでくれる人を見て

自分も涙が止まりませんでした。 

今度は悔し涙ではなく、うれし涙を必ず流したいと思って

います。 

軍拡政治を受け入れる県政を変えたい 

2/17 代表質問をする 

井坂党県議団長  


